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個 人 質 問 通 告 表 

令和６年第１回姶良市議会定例会（３月５日） 

６．森川 和美 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．職員の退職、 

働き方、喫煙につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．第２土曜日の登

校授業について 

 

 

 

 

 

 

 

（１）近年若い職員の早期・中途退職が

気になるが、市民の福祉向上の一役を

担いたい、まちの発展、そして安全 

安心な姶良市にとの強い思いと希望を

いだいて入職した優秀な職員が途中、

しかも早期に辞めることは、何か特別

な要因があるのではないか。 

  最終的には本人の意思を尊重すべき

ではあるが、総体的にどのような要因

と分析しているか。 

  また、今後の対策をどのように講じ

ていくのか。 

（２）現在の時間外勤務の実態を示せ。 

（３）超過勤務縮減計画は作成されてい

るか。 

（４）現在たばこの喫煙状況は野放し 

状態であると思うが、健康面及び 

喫煙者とそうでない人との年間での 

執務時間差、また無駄時間、そして 

市民からみても好ましくないと思うが

考えを問う。 

（５）会計年度任用職員の更新はどのよ

うな基準で実施されているのか。また、

退職勧奨を受けた職員はいるか。 

（６）携帯電話の庁舎内での使用方法は

特に決めていないのか。 

 

 現在、学力低下を招いたとされ、子ど

も達に充実した学習機会を提供する 

ため、２０１２年度から鹿児島県全体で

月１回第２土曜日の登校授業が実施され

ている。 

 県全体で行っているのは、九州では 

鹿児島県だけで、全国でも１割程度しか

実施されていないが、本市において保護

者や子ども達から見直すべきとの声はな
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３．過去の一般質問

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．駅舎の快適な整

備、バリアフリー化

について 

 

 

 

 

 

 

 

５．小・中学校の 

給食費について 

 

 

 

 

 

いか。 

 また、アンケート調査等を実施する 

考えはないか。調査結果で、このままで

良いという意見が多ければ、給食実施と

自由服での登校日とする考えはないか。 

 

（１）犬の公園ともいえるドッグラン 

整備について再度考えを問う。 

（２）若者が発散できるスケートボード

パーク整備については考えていない 

とのことであったが、中学生や高校生

のスケートボードファンから要望を 

受けた。 

  現在、中学・高校生は滑走が禁止さ

れている公道で滑っている状況で、 

地域住民とトラブルになることもあ

り、公園でも禁止されている。若者が

発散、楽しめる場所がない。若い世代

を中心に東京五輪以降、注目が高まる

スケートボードパークを整備する考え

はないか。 

 

 帖佐駅はいよいよバリアフリー等整備

事業に着手するが、姶良駅及び錦江駅は

和式トイレのままでバリアフリー化も 

進んでいない。また、待合所も夏は暑く、

冬は寒々とした状況である。駅舎も老朽

化しているためＪＲと協議を進め、整備

すべきと考えるがどうか。 

 さらに重富駅の両面改札の検討はして

いるのか。 

 

 小・中学校の給食費において、過去に

数回無償化について質問したが、多額の

経費が掛かるとの理由で実施する考えは

ないとのことであったが、今回は、次の

内容の提言を行う。「第２子は半額、第３

子以降は無償にする」このことについて

見解を示せ。 
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６．施政方針につい

て 

 

 施政方針の中で「市道の傷みも激しく、

今までのような対応では補修整備が追い

付かないのは明らかです。年次的に優先

順位を付し、スピードアップして集中的

に対処していく方針です。」と述べられ

た。まったくの同感である。 

 そこで以下を問う。 

（１）スピードアップは何年間くらいで

整備を考えているのか。 

（２）予算的にはどの程度配分を考えて

いるか。 

（３）場所的に大型車両及び通行量の多

い道路とそうでない道路と工事形態を

変えるべきと考えるがどうか。 

 

 

 

市 長 

 

７．萩原 哲郎 １．白銀坂トイレ 

設置・市内の観光 

対策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本年度も２月４日大口筋白銀坂登山道

でＮＰＯ法人日本ライフロングスポーツ

協会主催のバーティカルレースが開催 

された。当日は曇りの天候で石畳が濡れ

滑りやすく大変であったが、けが人も 

なく無事に終える事ができた。 

 ランナーはゴールまでの時間制限で 

３部門に分かれ、姶良市の脇元入口から

スタートし、鹿児島市宮之浦町までの 

約２．７キロ、標高差３９０メートルの

コースで行われる。両市にとっては観光

地薩摩藩の主要道をＰＲしていただける

ことは有り難いことである。 

そこで以下について問う。 

（１）山頂の吉田側にトイレが無いこと

で、脇元に設置してある既存トイレを

使用して頂きたいとの事であるが、 

観光・登山・行事等で１時間以上我慢

できない人の対策はどのように対処す

るのか。 

 

市 長 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 4 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．市内の海岸・ 

潮干狩り等につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）以前（平成２４年第４回定例会）

トイレ問題について、国土交通省では

白銀坂中腹は土地も狭く、施設管理も

できないので、山頂の吉田側にトイレ

をつくる案があり、建設の手法などは

地元の鹿児島市の判断にゆだねるとの

経緯があった。用地については土地の

所有者が無償提供するという提案もあ

ったが、現在立ち消えとなっている。 

立ち消えとなった理由、このような

経緯を踏まえ、山頂のトイレ建設に 

ついて、鹿児島市へのその後の要望を

示せ。 

（３）山頂部へのトイレ設置については、

市有地が無いとのことであるが、土地

の所有者へ相談したのか。 

（４）上下水道が無ければトイレは設置

できないのか。また、仮設トイレの 

考えはないのか。 

（５）来年度もバーティカルレースが 

開催されると聞く、前回の回答で今後

についてもトイレ計画が無いとの回答

を受けた。観光・登山・行事等で来ら

れた人達の、トイレの必要性をどのよ

うに認識しているのか。 

（６）白銀坂登山道・岩剣登山道・烏帽

子岳登山道の整備内容を示せ。 

 

市内の海岸は、錦江湾に浮かぶ桜島を

目の前にし、景観の素晴らしい場所に 

位置する。 

 以前は市街からも海水浴・潮干狩り・

釣り等多くの家族連れや団体等でにぎわ

っていたが近年、客足が激減している。 

そこで以下について問う。 

（１）令和３・４・５年の海水浴場の 

利用者数を示せ。 

（２）平成２８年度の水質調査では、 

総合的な判定が〈可Ｂ〉であまり良い
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３．花桃の里管理道

路整備について 

 

成績ではなかったが、令和５年の重富

海水浴場の水質調査を示せ。 

（３）潮干狩りを待ち望んでいる住民も

多いと思う。平成２２年から潮干狩り

禁止になってから、１５年目に突入す

るが、潮干狩りの解禁日の予定はいつ

頃になるのか。 

（４）「あいら藻場・干潟再生協会」では、

アサリ貝の増殖に努めて数十年が経過

している。現在の状況を示せ。 

（５）ナルトビエイのその後の活用方法

を示せ。 

（６）平成２４年に国立公園内に位置す

る重富海岸として指定され、平成２７

年には重富海岸ふれあい館「なぎさ 

ミュージアム」が開設され、錦江湾 

地区の魅力や、日本で唯一の生態系・

生き物について錦江湾地区の魅力を 

紹介し、誘客に努めている。 

  くすの木自然館の協力を頂き、 

潮干狩りの解禁に力を注ぐことは考え

られないか。 

（７）重富漁港内の釣り禁止になって 

から２年以上が経過し、釣り客は近場

の安全な場所を求めている。解禁の考

えはないか。 

 

花の鑑賞の季節が近づいてきている。

サボーランドパーク姶良西側にある触田

自治会のＮＰＯ法人山里まち整備が管理

している花桃の里について以下を問う。 

（１）花桃の里を通りサボーランドパー

ク姶良に抜ける道路については、市の

言い分は県管理区域内の管理用道路と

答弁しているが、姶良・伊佐地域振興

局の言い分は市の管理用道路と聞い

た。どちらが正解なのか問う。 

（２）触田自治会が管理している花桃の

里に面している道路は、雑草が茂り 
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見苦しいと住民から聞いた。もうすぐ

花桃の里へ多くの方が花の鑑賞に訪れ

ると思うが、花が少しでも奇麗に鑑賞

できるよう、その前に雑草除去・側溝

整備の考えを問う。 

 

 

８．塩入 英明 １ ． ま ち づ く り 

「通学路の安全確

保」について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．家族介護者の現

状と課題について 

 

 

 

 

 

 

小学校、中学校、各高校の通学路であ

る新道交差点、市道吉原線及び加治木駅

北側道路の交通安全と防犯について以下

を問う。 

（１）新道交差点を通行する児童・生徒

数を把握しているか問う。 

（２）新道交差点、市道吉原線の現状や

課題について、市は小学校、中学校、

各高校及び関係者と協議等を行なって

いるか問う。 

（３）県立加治木工業高校敷地と隣接す

る暗渠水路は、農業用水路に該当する

のか。 

また、暗渠水路は市道吉原線の道路

（幅員）に含まれているか問う。 

（４）市道吉原線の車道と歩道・路側帯

の区分について問う。 

（５）市道吉原線（下吉原線、吉原南線）

の交通安全と沿道の防犯対策のため、

防犯カメラを設置できないか問う。 

（６）市道吉原線は、都市計画道路 

（拡幅予定）に該当するか問う。 

 

高齢者の介護を社会全体で支え合う 

仕組みが導入されている。近年の核家族

化や介護者の高齢化による介護力の低下

が懸念されている。介護の継続とアフタ

ーケアについて以下を問う。 

（１）介護サービス評価とは、在宅で介

護している家族介護者が、自らの介護

負担を客観的に評価することか問う。 
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教育長 
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３．姶良市指定避難

所について 

 

 

（２）在宅介護の準備、思考の転換と 

介護が自然と思える生活を構築する 

過程での支援体制について問う。 

（３）在院日数の短縮化や在宅医療が 

推進される現状では、介護の身近な 

社会化が重要となる。ご近所でのお茶

会、サロン活動などは、家族介護者の

負担軽減に寄与するか問う。 

（４）家族介護者は、自らの健康管理が

難しい状況にある。家族介護者の健康

管理、介護力の継続に対する支援に 

ついて問う。 

（５）ヤングケアラーの方々は、身近に

介護のことを相談する相手がいないと

思われる。ヤングケアラー支援の取組

について問う。 

（６）ケアマネジャーの役割は、療養者

（要介護者）と各種サービスの調整を

図ることにある。これ以外にも役割が

あるのか問う。 

（７）介護後の家族介護者のアフター 

ケア（健康管理、社会復帰）の支援 

体制について問う。 

（８）福祉タクシー、介護タクシー、 

介護保険タクシーの普及（利用制限）

について問う。 

 

昭和５６年（１９８１年）５月以前に

建築された避難所の建築物について以下

を問う。 

（１）主要構造部及び雨戸の無い外部 

建具の安全性について本市の考え方を

問う。 

（２）姶良市指定避難所の指定見直しを

検討しているか問う。 
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９．益森 隆史 １．子どもに対する

考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

離婚した夫婦において、離婚後の子ど

もの親権について国はもとよりメディア

やＳＮＳ、地方議会においても活発な 

議論がなされている。 

いわゆる共同親権については、法制 

審議会家族法制部会における民法改正 

要綱案が今通常国会に提出された。本市

においても令和５年第３回定例会におい

て、「別居・離婚後の共同親権及び共同 

養育の法整備に関する意見書」の陳情書

を採択し、姶良市議会議長名にて国に 

意見書を提出した。 

本市では令和６年度より子ども館 

「ちるどん」もオープンし、市長の施政

方針においても、国の「こどもまんなか

社会」の実現と思いを同じくするもので

あると述べられた。 

本市の子育て世代の親やその子ども 

たちが、健やかな日々を過ごせる環境を、

行政と議会が車の両輪のごとく思いを 

同じくしてまちづくりを進めていきたい

と願っている。 

そこで以下について問う。 

（１）全国的に離婚後の養育費が支払わ

れていないことが取りざたされている

が、養育費は子どもの権利である。 

他市においては、養育費の未払いを 

市が立替え、支払い義務者に市が請求

するという養育費立替事業や、公正 

証書作成費用、保証会社への登録費用

を市が負担している自治体が数多く 

存在している。本市において養育費 

立替事業、もしくは各補助を行う考え

はないか問う。 

（２）夫婦が離婚し片方の親と子どもが

別居する際に、子どもと別居の親に 

対して、親子交流の場に公の施設を 

提供する「親子交流支援事業」を行う

自治体が増えてきている。本市では 
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２．デジタル田園 

都市に向けた取組

について 

 

令和６年度より市の直営施設である 

子ども館「ちるどん」がオープンし、

親子交流の最適な場を提供できること

となる。今後、本市において親子交流

支援事業を行う考えはないかを問う。 

（３）現在、幼稚園における入退園の 

手続きについて、入園時の申込者と 

退園時の手続きを行う者が異なってい

ても受理されている実情がある。この

件に対して市民の方より市に対して、

「トラブルを招くため改善してほし

い」旨の要望があったと把握している。

今後、入退園の手続き等の変更を行う

のか問う。 

（４）本市では子育て基本条例が制定さ

れているが、平成２５年（２０１３年）

の施行以降、更新されていない。令和

３年度に子ども家庭庁、令和６年度は

子ども館「ちるどん」のオープン、 

今後は家族法改正が行われる兆しも 

ある。この条例を見直す考えはないか

問う。 

 

第３期姶良市総合戦略策定方針の 

中で、令和６年２月より本市は姶良市 

デジタル田園都市構想総合戦略推進会議

をスタートさせた。まだ始まったばかり

の会議ではあるが、若手の市役所職員、

民間有識者にて行われるこの会議につい

て、市はどのような成果を期待している

か問う。 
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